
木津高校は、京都府と連携し、「茶」の生産農家に対して適正な

生産工程等の普及に取り組んでいる。

また、２０１７年にGROBALGAP認証を「茶」で取得し、現在

に至るまで認証を継続している。

GAPの取組を通して安全・衛生への意識向上に努めており、茶

の生産から製茶に至るまで作業の改善に向け継続的に取り組んでい

るほか、生徒が安全・衛生について学習する時間を増加させるなど、

人材育成に力を入れている。

GAPのモデル農場として、毎年GAP認証の取得に関心のある農

業者や、農業関係機関を対象に認証審査を公開し、その様子は京都

新聞に掲載されるなど、地域におけるGAPの取組拡大に大いに貢

献している。

GAPを活かした教育活動の展開

京都府立木津高等学校

令和５年度
近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール

きょうとふりつきづこうとうがっこう

京都府木津川市主な取組

書類審査の様子 圃場審査の様子


